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こ
の
度
、
学
校
法
人
同
志
社
と
フ
ィ

リ
ッ
プ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
学
術

的
・
文
化
的
交
流
を
深
め
る
協
定
を
締

結
し
た
。

　

同
志
社
の
創
立
者
で
あ
る
新
島
襄
は
、

幕
末
の
１
８
６
４
（
元
治
元
）
年
、
激

動
す
る
日
本
の
将
来

を
憂
い
、
国
禁
を
犯

し
て
脱
国
し
、
約
10

年
間
に
わ
た
っ
て
ア

メ
リ
カ
の
フ
ィ
リ
ッ

プ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー

や
ア
ー
モ
ス
ト
大
学

等
で
学
び
、
キ
リ
ス

ト
教
の
洗
礼
を
受
け

て
帰
国
し
、
国
内
外

の
多
く
の
人
々
の
協

力
を
得
て
、
ま
た
、

見
え
ざ
る
神
の
手
に

導
か
れ
て
、１
８
７
５

（
明
治
８
）
年
11
月

29
日
、
京
都
の
地
に

同
志
社
英
学
校
を
設

立
し
た
。

　

２
０
１
５
年
は
、

新
島
襄
が
フ
ィ
リ
ッ

プ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー

に
入
学
し
て
１
５
０

周
年
、
同
志
社
創
立
１
４
０
周
年
の
記

念
の
年
で
あ
り
、
こ
れ
を
記
念
し
て
、

学
校
法
人
同
志
社
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・

ア
カ
デ
ミ
ー
と
協
定
を
締
結
す
る
方
向

で
調
整
を
進
め
、
こ
の
度
の
締
結
と
な

っ
た
。

　

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

州
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
に
所
在
し
、
テ
ン

ス
ク
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
内
に
お
い
て
歴
史
的
起
源
が
古
く
権

威
の
あ
る
名
門
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
10
校
の
中
の
1
校
で
あ
る
。

　

現
在
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
ア
カ
デ
ミ

ー
と
は
、
同
志
社
香
里
中
学
校
・
高
等

学
校
と
同
志
社
国
際
中
学
校
・
高
等
学

校
が
サ
マ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
参
加
や

訪
問
を
行
う
な
ど
個
々
の
学
校
レ
ベ
ル

で
の
交
流
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、
今
回

法
人
レ
ベ
ル
で
の
協
定
を
締
結
す
る
こ

と
で
、
組
織
的
な
対
応
が
可
能
と
な
り
、

新
た
な
連
携
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

　

２
０
１
６
年
９
月
22
日
、
寒
梅
館
ハ

ー
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
Ｓ
Ｄ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。
本
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
文
部
科
学
省
補
助
事
業

「
経
済
社
会
の
発
展
を
牽
引
す
る
グ
ロ

ー
バ
ル
人
材
育
成
支
援
（G

o 
G

lobalJapan

）」（
以
下
、
Ｇ
Ｇ
Ｊ
）

の
一
環
と
し
て
、
本
学
と
早
稲
田
大
学

の
共
催
で
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
今
回

で
4
回
目
と
な
る
。
Ｇ
Ｇ
Ｊ
最
終
年
度

で
あ
り
締
め
く
く
り
と
な
る
今
年
は
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
大
学
の

役
割
〜
大
学
職
員
の
立
場
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
〜
」
と
題
し
て
実
施
し
た
。

　

当
日
は
、
北
川
雅
章
副
学
長
・
国
際

連
携
推
進
機
構
長
の
開
会
の
挨
拶
に
始

ま
り
、
第
１
部
の
講
演
会
で
は
、
文
部

科
学
省
高
等
教
育
局
高
等
教
育
企
画
課

国
際
企
画
室
長
の
岩
渕
秀
樹
氏
よ
り

「
大
学
の
国
際
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

育
成
（
Ｓ
Ｄ
の
観
点
か
ら
）」
を
テ
ー

マ
に
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
続
く
、
第

２
部
で
は
事
例
報
告
と
し
て
、
早
稲
田

大
学
人
事
部
長
の
木
村
和
夫
氏
、
西
岡

徹
本
学
総
務
部
長
、
関
西
学
院
大
学
東

「経済社会の発展を牽引するグローバル
人材育成支援　第４回同志社大学・早稲
田大学共同SDワークショップ」を開催

大学国際連携推進機構

京
丸
の
内
キ
ャ
ン
パ
ス
課
長
の
坂
田
穣

氏
よ
り
、
Ｇ
Ｇ
Ｊ
採
択
後
を
中
心
と
し

た
各
大
学
で
の
取
り
組
み
や
変
化
等
の

事
例
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。
第
３
部

で
は
京
都
大
学
企
画
・
情
報
部
企
画
課

長
兼
総
長
特
命
補
佐
（
国
際
戦
略
）
の

佐
藤
邦
明
氏
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
迎
え
、
第
１

部
・
第
２
部
の
登
壇
者
を

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、「
Ｇ

Ｇ
Ｊ
の
理
想
と
現
実
の
ギ

ャ
ッ
プ
」「
国
際
化
に
か

か
る
コ
ス
ト
」「
今
後
の

展
開
」
等
に
つ
い
て
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
。
最
後
に
早
稲

田
大
学
理
事
の
森
田
典
正

氏
に
よ
る
閉
会
の
挨
拶
で

閉
じ
ら
れ
た
。
大
学
や
関

係
機
関
か
ら
約
１
２
０
人

の
参
加
が
あ
り
、
参
加
者

か
ら
も
積
極
的
に
質
問
等

が
出
さ
れ
る
な
ど
、
盛
況

の
う
ち
に
終
了
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
大
学
に
お

け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
大
学
職
員
が
ど
の
よ
う
に
変
化

し
た
か
、
ま
た
今
後
担
う
べ
き
役
割
や

求
め
ら
れ
る
能
力
に
つ
い
て
考
え
る
良

い
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

法人事務室

フィリップス・アカデミー
との協定締結
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「世界に誇る地域発研究開発・実証拠点（リ
サーチコンプレックス）推進プログラム」に
本学が共同提案機関として採択されました
大学研究開発推進機構

　

２
０
１
６
年
９
月
19
日
（
月
・
祝
）、

「
同
志
社
女
子
大
学
の
集
い
２
０
１
６

安
中
ツ
ア
ー
」
を
群
馬
県
安
中
市
で
開

催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
女
子
大
学
創
立

１
４
０
周
年
を
記
念
し
、
新
島
襄
ゆ
か

り
の
地
を
巡
る
ツ
ア
ー
と
し
て
企
画
し

た
も
の
で
、
東
京
駅
集
合
、
高
崎
駅
集

合
併
せ
て
１
５
０
人
を
超
え
る
卒
業
生

と
在
学
生
保
護
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

高
崎
駅
か
ら
４
台
の
バ
ス
に
分
乗
し
、

新
島
襄
旧
宅
、
安
中
教
会
を
安
中
市
観

光
協
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
方
の

案
内
で
巡
り
ま
し
た
。
新
島
襄
旧
宅
は

１
８
７
４
年
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
し

た
新
島
襄
が
滞
在
し
た
家
で
、
ツ
ア
ー

参
加
者
は
ガ
イ
ド
の
方
の
説
明
を
聞
き

な
が
ら
邸
宅
や
展
示
室
を
見
学
し
ま
し

た
。
安
中
教
会
は
、
新
島
襄
か
ら
洗
礼

を
受
け
た
地
元
の
求
道
者
30
人
に
よ
っ

て
創
立
さ
れ
た
群
馬
県
最
初
の
キ
リ
ス

ト
教
教
会
で
す
。
教
会
で
は
、
ガ
イ
ド

の
方
の
建
物
説
明
の
ほ
か
、
江
守
秀
夫

牧
師
か
ら
新
島
襄
と
キ
リ
ス
ト
教
の
関

わ
り
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。
あ
い
に
く
の
天
気
に
も
関
わ
ら
ず
、

各
所
で
記
念
写
真
を
撮
る
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
昼
食
は
、
並
木
苑
を
訪
れ
、

地
産
地
食
の
特
別
折
弁
当
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
島
学
園
に
て
加

賀
裕
郎
女
子
大
学
学
長
が
「
女
性
・
日

本
社
会
・
同
志
社
―
２
０
３
０
年
を
展

望
す
る
」
と
題
し
、
女
子
大
学
創
立
の

起
源
や
沿
革
、
現
在
の
学
び
と
女
性
を

取
り
ま
く
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
て
今

後
女
性
が
ど
う
生
き
る
べ
き
か
な
ど
に

つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
新
島
襄
ゆ
か
り
の

地
を
巡
り
同
志
社
の
ル
ー
ツ
に
触
れ
る

機
会
を
喜
ぶ
声
が
多
数
聞
か
れ
ま
し
た
。

女子大学広報部広報室広報課

同志社女子大学の集い2016
安中ツアー

お話をされる江守秀夫安中教会牧師

新島襄旧宅で記念写真を撮る参加者
赤ちゃんの快適空間の未来イメージ

新島学園礼拝堂で講演する加賀学長

　

２
０
１
６
年
９
月
に
、
国
立
研
究
開

発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）

が
実
施
す
る
「
世
界
に
誇
る
地
域
発
研

究
開
発
・
実
証
拠
点
（
リ
サ
ー
チ
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
）
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
、

（
公
財
）
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
推

進
機
構
を
中
核
機
関
と
し
、
京
都
府
、

国
立
研
究
開
発
法
人
情
報
通
信
研
究
機

構
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）、
奈
良
先
端
科
学
技

術
大
学
院
大
学
、
同
志
社
大
学
、
奈
良

県
立
医
科
大
学
、
オ
ム
ロ
ン
（
株
）、
サ

ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
株
）、

（
株
）
島
津
製
作
所
が
共
同
提
案
し
、

こ
れ
ら
を
含
む
32
機
関
が
参
画
す
る

「i- B
rain

×IC
T

「
超
快
適
」
ス
マ
ー
ト

社
会
の
創
出 

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
サ
ー
チ
コ

ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

リ
サ
ー
チ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
は
、

地
域
に
お
い
て
集
積
し
て
い
る
研
究
機

関
、
企
業
、
大
学
な
ど
が
そ
の
事
業
化
、

人
材
育
成
を
一
体
的
・
統
合
的
に
展
開

す
る
た
め
の
複
合
型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

推
進
基
盤
で
す
（
科
学
技
術
振
興
機
構

Ｈ
Ｐ
よ
り
）。

　

現
在
の
日
本
社
会
で
は
ス
ト
レ
ス
、

人
口
減
少
、
地
域
社
会
の
衰
退
な
ど
の

諸
課
題
を
抱
え
、
こ
れ
ら
に
起
因
し
た

社
会
全
体
の
閉
塞
感
・
経
済
活
動
の
停

滞
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
背
景
の
も
と
、
人
々
は
「
モ
ノ
の
豊

か
さ
」
よ
り
「
コ
コ
ロ
の
豊
か
さ
」
を

強
く
求
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
認
識
に
基
づ
い
て
、
拠
点
で

は
、
け
い
は
ん
な
地
域
の
強
み
と
な
る

i- B
rain

（
脳
・
人
間
科
学
技
術
）
と

IC
T

 

の
融
合
を
核
に
、「
コ
コ
ロ
の
豊

か
さ
」
を
創
出
す
る
技
術
開
発
推
進
を

通
じ
た
「
超
快
適
」
ス
マ
ー
ト
社
会
の

創
出
を
目
指
し
ま
す
。
こ
れ
を
通
じ
、

社
会
課
題
の
解
決
と
、
新
た
な
事
業
創

出
に
よ
る
経
済
活
動
の
活
性
化
に
つ
な

げ
ま
す
。

　

本
学
は
、
人
材
育
成
活
動
を
通
じ
、

地
域
の
企
業
群
等
と
連
携
を
深
め
、
拠

点
の
エ
ン
ジ
ン
機
能
を
担
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
本
学
の
有
す
る
Ｍ
Ｒ
Ｉ

（M
agnetic R

esonance Im
aging

：

核
磁
気
共
鳴
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
）
装
置
等

を
用
い
た
体
験
実
習
、
脳
科
学
・
赤
ち

ゃ
ん
学
な
ど
に
関
す
る
専
門
知
識
や
オ

ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
セ

ミ
ナ
ー
、
ア
イ
デ
ア
創
発
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
な
ど
を
企
画
・
運
営
し
、
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
た
人
材
育
成

の
場
の
構
築
に
向
け
て
中
心
的
な
役
割

を
担
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
学
の
研
究
者
が
、
⑴
従
来

の
オ
フ
ィ
ス
な
ど
を
革
新
す
る
知
的
環

境
デ
ザ
イ
ン
、
⑵
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢

者
ま
で
の
衣
食
住
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

テ
ー
マ
と
す
る
研
究
開
発
に
参
加
し
、

事
業
化
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。
さ

ら
に
、
け
い
は
ん
な
地
域
に
あ
る
Ｋ
Ｉ

Ｃ
Ｋ
（
け
い
は
ん
な
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）
に
お
け
る
、「
超

快
適
」
空
間
に
関
す
る
研
究
開
発
お
よ

び
実
証
研
究
に
お
い
て
も
中
心
的
な
役

割
を
担
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
通
じ
、
拠
点
で
の
産
・
学
・

官
・
地
域
住
民
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
（
生
態
系
）
の
共

創
に
貢
献
い
た
し
ま
す
。
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本
震
災
の
復
興
支
援
金
と
し
て
、
東
北

や
熊
本
へ
送
っ
た
。
自
分
た
ち
の
活
動

が
支
援
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
過
程
を

生
徒
た
ち
は
実
感
し
て
い
る
よ
う
だ
っ

た
。

　

新
し
い
校
舎
を
利
用
し
た
文
化
祭
は

好
評
の
内
に
幕
を
閉
じ
た
が
、
こ
の
成

功
に
は
文
化
委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る

文
化
祭
企
画
委
員
の
存
在
は
欠
か
せ
な

い
。
文
化
祭
に
関
わ
る
全
て
の
活
動
は

彼
女
た
ち
に
よ
っ
て
実
現
し
た
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
か

ら
も
彼
女
た
ち
が
創
っ
て
き
た〈
文
化
〉

を
支
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

同
志
社
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
で

は
２
０
１
６
年
度
よ
り
新
た
に
建
設
さ

れ
た
新
希
望
館
を
使
用
し
た
文
化
祭
を

実
施
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
文
化
祭
で
は
、

旧
校
舎
で
あ
る
黎
明
館
・
旧
希
望
館
に

加
え
て
、
栄
光
館
・
静
和
館
・
新
生
館

と
全
て
の
校
舎
を
利
用
し
て
文
化
祭
を

開
催
し
て
い
た
。
新
校
舎
建
設
に
あ
た

っ
て
課
題
と
な
っ
た
の
が
、
新
校
舎
で

あ
る
希
望
館
を
文
化
祭
で
ど
の
よ
う
に

使
用
す
る
か
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
単

純
に
旧
校
舎
で
行
わ
れ
て
い
た
行
事
を

そ
の
ま
ま
新
希
望
館
に
移
動
さ
せ
る
の

で
は
な
く
、
生
徒
達
が
作
り
上
げ
る
作

品
や
催
物
を
な
る
べ
く
た
く
さ
ん
の
来

場
者
に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
、
生

徒
を
中
心
に
計
画
を
立
て
た
。

　

大
き
な
変
更
点
と
し
て
は
、
新
希
望

館
に
新
た
に
設
け
ら
れ
た
吹
き
抜
け
の

空
間
で
あ
る
ア
ト
リ
ウ
ム
を
文
化
祭
で

使
用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ア
ト
リ
ウ
ム

に
ス
テ
ー
ジ
を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
栄

光
館
や
新
生
館
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
た

ク
ラ
ブ
や
有
志
団
体
の
催
し
物
を
行
っ

た
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
栄

光
館
が
そ
の
発
表
の
舞
台
だ
っ
た
体
操

ク
ラ
ブ
は
ア
ト
リ
ウ
ム
で
の
公
演
と
な

っ
た
が
、
ア
ト
リ
ウ
ム
は
栄
光
館
に
比

べ
て
客
席
が
近
く
、
生
徒
た
ち
の
迫
力

あ
る
演
技
が
客
席
の
感
動
を
誘
っ
た
。

ま
た
、
ア
ト
リ
ウ
ム
は
吹
き
抜
け
の
空

間
で
あ
る
た
め
、
軽
音
楽
ク
ラ
ブ
の
演

奏
は
校
舎
中
に
響
き
渡
り
、
一
体
感
の

あ
る
催
物
と
な
っ
た
。

　

そ
の
ス
テ
ー
ジ
に
華
を
添
え
た
の
が
、

生
徒
た
ち
が
作
成
し
た
校
舎
を
彩
る

様
々
な
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
ス

テ
ー
ジ
後
方
に
設
置
さ
れ
た
パ
ネ
ル
や
、

吹
き
抜
け
の
空
間
を
利
用
し
た
飾
り
付

け
な
ど
、
小
さ
な
空
間
に
も
心
を
配
っ

た
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
文
化
祭
を
よ
り
い

っ
そ
う
盛
り
上
げ
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大

震
災
や
熊
本
震
災
の

復
興
支
援
活
動
と
し

て
カ
レ
ー
や
グ
ッ
ズ

を
販
売
し
た
。
こ
れ

ら
の
販
売
収
益
は
、

東
日
本
大
震
災
や
熊

新しい校舎での文化祭

女子中学校・高等学校教諭　古
ふる

谷
たに

直
なお

子
こ

・山
やま

田
だ

哲
あき

久
ひさ

ー
ル
ド
ス
ー
パ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
（
国
内
最

高
レ
ベ
ル
の
国
際
大
会
）
ジ
ャ
パ
ン
オ

ー
プ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
（
国
内
２
番
目
に
高

い
レ
ベ
ル
の
国
際
大
会
）
に
出
場
す
る

な
ど
素
晴
ら
し
い
活
躍
を
し
て
い
る
。

【
今
後
に
向
け
て
】

　

厳
し
さ
は
選
手
自
ら
の
意
志
で
自
分

に
対
し
て
求
め
る
も
の
。
監
督
や
コ
ー

チ
、
先
輩
な
ど
の
周
囲
か
ら
強
制
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
自
立
の
精
神
を
も

と
に
心
の
中
を
自
由
に
生
き
生
き
と
活

動
で
き
る
環
境
を
推
し
進
め
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
へ
と
上
っ
て
い
き
た
い
。

【
明
る
い
チ
ー
ム
】

　

週
４
回
、
各
日
２
時
間
の
練
習
が
基

本
。
他
の
強
豪
校
と
比
較
し
て
練
習
時

間
が
少
な
い
中
、
練
習
に
は
工
夫
が
あ

る
。
練
習
メ
ニ
ュ
ー
は
監
督
か
ら
一
方

的
に
指
示
さ
れ
な
い
。
ど
の
よ
う
な
技

術
を
習
得
す
れ
ば
、
ど
う
い
う
プ
レ
イ

が
で
き
る
か
と
い
う
「
ゴ
ー
ル
」
が
選

手
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
「
助
言
」
が

出
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
選
手
は
練
習

に
ワ
ク
ワ
ク
感
が
持
て
る
。
ま
た
、
指

示
に
従
う
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
は
な
い

た
め
、
そ
の
自
由
度
の
あ
る
練
習
形
態

に
は
同
志
社
教
育
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

部
員
間
に
先
輩
、
後
輩
の
隔
た
り
は
な

く
、チ
ー
ム
は
「
思
い
や
り
」「
自
由
」

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
大
切
に

し
て
い
る
。

【
団
体
】
全
国
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
団
体

で
ベ
ス
ト
16

　

過
去
、
選
抜
（
団
体
戦
）
で
の
京
都

府
の
優
勝
は
達
成
し
た
が
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
予
選
で
は
優
勝
経
験
は
な
か
っ
た
。

創
部
以
来
37
年
間
、
京
都
府
第
３
位
は

11
回
、
準
優
勝
は
８
回
。
何
度
も
挑
戦

を
し
続
け
、
よ
う
や
く
悲
願
の
優
勝
を

果
た
し
た
。

　

全
国
大
会
の
前
に
行
わ
れ
る
近
畿
選

抜
で
も
第
３
位
を
獲
得
。
近
畿
選
抜
で

も
全
国
大
会
で
も
初
出
場
を
感
じ
さ
せ

な
い
堂
々
と
し
た
プ
レ
イ
で
１
回
戦
、

青
森
県
代
表
校
を
３
―
０
で
勝
利
。
２

回
戦
は
岡
山
県
代
表
校
（
今
年
、
昨
年

と
も
に
ベ
ス
ト
４
入
賞
）
に
善
戦
し
た

が
接
戦
の
末
１
―
２
で
敗
退
し
ベ
ス
ト

16
に
終
わ
っ
た
。
そ
の
チ
ー
ム
力
と
積

極
的
な
プ
レ
イ
は
雑
誌
で
大
々
的
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
。

　

メ
ン
バ
ー
：
藤
井
颯
大
（
３
年
）
岩

田
真
優
（
１
年
）
西
村
修
平
（
３
年
）

瀧
井
嶺
冶
（
２
年
）
川
田　

翼
【
キ
ャ

プ
テ
ン
】（
３
年
）

【
個
人
】
全
国
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
シ
ン

グ
ル
ス
・
ベ
ス
ト
８

　

エ
ー
ス
藤
井
は
シ
ン
グ
ル
ス
で
全
国

優
勝
を
狙
っ
て
い
た
が
、
優
勝
者
と

準
々
決
勝
で
対
戦
し
ベ
ス
ト
８
。
全
日

本
ジ
ュ
ニ
ア
、
国
体
も
ベ
ス
ト
８
。
ワ

男子テニス部
インターハイ出場

国際中学校・高等学校教諭　古
こ

城
じょう

正
まさ

裕
ひろ
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同
志
社
小
学
校
は
、「
一
国
の
良
心
」

と
言
う
べ
き
人
物
を
育
て
る
と
い
う
新

島
襄
先
生
の
志
を
受
け
継
い
で

２
０
０
６
年
に
開
校
し
、
お
陰
様
で
今

年
10
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

創
立
当
初
よ
り
、
同
志
社
の
理
念
に

基
づ
く
良
心
教
育
と
子
ど
も
た
ち
一
人

ひ
と
り
の
学
び
を
大
切
に
す
る
道
草
教

育
に
取
り
組
み
続
け
、
こ
れ
ま
で
に
卒

業
し
た
子
ど
も
た
ち
は
５
７
０
人
に
上

り
ま
す
。

　

こ
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
２
０
１
６
年
11
月
20
日
（
日
）、

第
一
期
生
か
ら
第
七
期
生
ま
で
の
卒
業

生
た
ち
と
退
職
さ
れ
た
先
生
方
と
と
も

に
「
同
志
社
小
学
校
10
周
年
記
念
の
集

い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
志
社
小
学
校
の
ア
リ
ー
ナ
に
、
大

谷
総
長
、
水
谷
理
事
長
や
歴
代
の
鈴
木

校
長
、
森
田
校
長
、
奥
野
校
長
を
来
賓

と
し
て
お
迎
え
し
た
集
い
は
、
総
勢

３
０
０
人
余
り
の
参
加
者
に
よ
る
静
粛

な
中
に
も
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

た
同
志
社
小
学
校
ら
し
い
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

　

２
時
間
と
い
う
短
い
時
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
記
念
礼
拝
や
10
周
年
記
念

誌
（
口
絵
参
照
）
よ
り
絵
本
の
朗
読
、

ま
た
10
年
間
を
ふ
り
か
え
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
だ
内
容
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
、
お
互
い
の
絆
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
暖
か
い
陽
気
に
恵
ま

れ
、
卒
業
生
た
ち
は
、
紅
葉
の
美
し
い

校
庭
を
散
策
し
た
り
、
点
灯
式
用
に
装

飾
さ
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
眺
め

た
り
し
な
が
ら
、
い
つ
ま
で
も
小
学
校

時
代
の
思
い
出
を
懐
か
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
集

い
は
、
次
の

10
年
に
む
け

て
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切

る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し

た
。

小学校教諭　川
かわ

﨑
さき

公
く

美
み

子
こ

同志社小学校
10周年記念の集い
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